
■近代化遺産全国一斉公開2015 in 足利■ 

足利工業大学  工学部 
建築･社会基盤学系 福 島 二 朗 

≪ 近代化遺産バスツアー ≫ 
 

日本の近代化をリードした 
 

織都足利の近代化産業遺産を訪ねるⅡ 
 

  （ 平成 27 年 10 月 18 日 ） 
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■自己紹介■ 

【 profile 】 

 福 島 二 朗（ふくしま じろう） 

 

 足利工業大学  准教授 
 工学部  建築・社会基盤学系 
 

 ・出  身 地：宮城県 
 ・専門分野：土木史･都市計画･まちづくり 

【 研究テーマ 】 

①歴史的建造物の評価と活用手法に関する研究 
②地方都市の発展要因に関する史的研究 
③地域資源を活用したまちづくりに関する研究 
(近代化遺産を活用した企画事業・地域学習プログラムの企画) 
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■プロローグ／夏から秋へ■ 
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百日紅（さるすべり） 

http://kobe.travel.coocan.jp/photo/kitaharima/higanbana/aka/higanbana_005.jpg 

http://blog.goo.ne.jp/whitehouse-atsugi/e/1a4b2620e7a50a429f586279a0b06ac1 

彼岸花（ひがんばな） 

  いつの間に もう秋！ 昨日は 
  夏だった・・・・おだやかな陽気な 
  陽ざしが 林のなかに ざはめいてゐる 
  ひとところ 草の葉のゆれるあたりに 

 
（ また落葉林で/立原道造『優しき歌』所収 ） 
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http://photohito.com/photo/2784822/ 

■中国からの帰化植物 
■学名：「 Lycoris radiata Herb」 
■英名：「 Red spider lily」 
■別名：「マンジュシャゲ（曼珠沙華）」 
    「シビトバナ」「ヤクビョウバナ」 
    「ハミズハナミズ（葉見ず花見ず）」 
    「ジャンボンバナ」etc.. 
■花言葉：情熱、悲しい思い出、恐怖、etc.. 

  くれないの 曼珠沙華すっくと 野に立ちて 
 

             火のまつりせり みずからのため 
 

（ 沖ななも『21世紀現代短歌集4』所収 ） 

■プロローグ／夏から秋へ■ 



■プロローグ／視点を変えてみると？ ■ 
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島とは、まわりを水に囲まれた陸地のこと 
              （ (公財)日本海事広報協会HP ） 

 

  

＝ 地続き ････島は浮かんでいない！ 

 ■日本の国土構成島数：6,852 
 ■構成島数,周囲：海上保安庁が海上の岸線（海岸線）0.1㎞以上の島。 
 ■日本国内では、四国より大きい陸地を本土、択捉島より小さい陸地 
  を一般に島と呼んでいる。         （教育出版株式会社HP） 

海に浮かぶ島？ 

海面の高低が変われば島の数も変わる！ 

＊ 海が干上がれば、島はゼロになる 
＊ 逆に、海が地表を覆い尽くしても島はゼロ！ 



近代化遺産全国一斉公開2015 in 足利 

近代化  
産業遺産 

足 利 織 物 

■本日のテーマ■ 

日本の近代化をリードした 

織都足利の近代化産業遺産を訪ねる 

Keywords?  

まちづくり 
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http://www.yomiuri.co.jp/photo/20150910 
/20150910-OYT1I50035-N.jpg 

 
 
 

http://www.sankei.com/affairs/photos/150910/afr1509100040-p4.html 
 

■最近の自然災害■  

≪ 関東･東北豪雨（2015.9.10）≫  
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http://www.jiji.com/news/kiji_photos/0150911at22_p.jpg 
 

http://www.sankei.com/affairs/photos/150910/afr1509100040-p7.html 
 

≪ 関東･東北豪雨（2015.9.10）≫  

■最近の自然災害■  
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http://blog-imgs-51.fc2.com/f/i/n/finss/20120610225918033.jpg 
 

http://www7a.biglobe.ne.jp/~yellow_house04/sakurajima/sakurajima 
_01/page/sakurajima11.html 

 

http://39.benesse.ne.jp/blog/0049/img/82/cHBwczAwNVsxXUS8.jpg 
 

■最近の自然災害■  ≪ 桜島噴火（2015.8.15）≫  
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http://mainichi.jp/graph/2014/09/27/20140927mog00m040999000c/005.html 

（「緊急報道写真集 御嶽山噴火」 
信濃毎日新聞社 から転載 ） 
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■最近の自然災害■  

≪ 御嶽山大噴火（2014.9.27）≫  



Source: Google Earth 

（「緊急報道写真集 御嶽山噴火」信濃毎日新聞社 から転載 ） 11 

■最近の自然災害■  ≪ 御嶽山大噴火（2014.9.27）≫  



Source: Google Earth 

■2011.3.11を忘れてはならない■  

2011年3月13日：宮城県名取市 「東日本大震災（朝日新聞出版）」 
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Source: Google Earth 

■2011.3.11を忘れてはならない■  

2011年3月13日：宮城県女川町 

2011年年3月13日：宮城県岩沼市 
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Source: Google Earth 

■2011.3.11を忘れてはならない■  

2011年4月11日：岩手県陸前高田市 
 「東日本大震災（朝日新聞出版）」 

 

2011年4月1日 
宮城県気仙沼市 

  

 

2011年3月12日 
宮城県仙台市 
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防災対策庁舎 

■被災地の現在（宮城県南三陸町）■  （2015.3.8撮影） 
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■被災地の現在（宮城県南三陸町）■  

（2015.8.11撮影） 
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     震災から3年  
～震災の経験を未来につなげる集い～ 
 

日時：2014 年 3月 22日 
会場：南那須公民館(那須烏山市) 
主催：災害ボランティアチーム龍JIN 

基調講演は田畑祐梨さん 
（宮城県南三陸町の高校3年生） 

下野新聞 
2014.3.23 

被災した防災対策庁舎 

2015.3.8撮影 

■震災復興まちづくり■  ≪震災を考えるシンポジウム≫ 



■震災復興まちづくり■  

宮城県岩沼市の「震災復興計画」 

完成イメージ図 



■震災復興まちづくり■  

ボランティアの役割 

『女子の暮らしの研究所』 
 

18歳以上ママ未満の女性グループによる
震災を伝える取組み 

（「土木学会誌Vol.99 NO.3 March」から抜粋）  



■少子高齢化社会とまちづくり■ 

≪地方都市の課題≫ 

     近年のわが国の現状 
 

少子高齢化・地方から大都市への人口移動 

東京への 
一極集中 ! 

財政基盤 
の脆弱化 

中心市街地 
の空洞化 

若年労働者 
層の流出 
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http://www.stat.go.jp/data/jinsui/topics/topi821.htm#aI-1 

 
 
■少子高齢化の進行 
 ≪1955年≫ 
   15歳未満：33.4％ 
   65歳以上： 4.9％ 
 ≪2014年≫ 
   15歳未満：12.8％ 
   65歳以上：25.6％ 
■15歳未満人口（2014年） 
  1,633万人 
   ＊前年比 16万人減 
   ＊33年連続の減少 
 
    

 
 

◆日本創生会議（2014.5.8）◆ 
■2040年  896市町村消滅 
 ＊全国の49.8％ 
 ＊内、523市町村が1万人割れ 
   
    

http://sankei.jp.msn.com/life/news/140508/trd14050817430017-n1.htm 
 

 
■生産者年齢人口（15～60歳） 
  7,901万人：2014年 
   ＊前年比100万人超減 
    http://sankei.jp.msn.com/politics/news/140417/plc14041703250005-n1.htm 

 

■少子高齢化社会とまちづくり■ 
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■少子高齢化社会とまちづくり■ 
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まち・ひと・しごと創生本部 

募集中 



中心市街地の街路・駐車
場など、大規模な資金投

入によるインフラ整備 

身近な地域資源の 
活用により、地域振
興に結び付ける試み 

財政基盤の脆弱な地方都市 
にとって有効な手法！ 

これまで これから 

資金の投下に 
依存しない 

■少子高齢化社会とまちづくり■ 
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■歴史･文化資源の意義■ 

 

古い土木構造物や近代化を推進してきた 
歴史的建造物をまちづくりに活用する試み 

 

 文化遺産という 
概念の拡大と浸透 

学術的意義・ 
関心の高まり 

碓氷第三橋梁 
（群馬県安中市） 

   藤倉ダム 
（秋田県秋田市） 

身近な地域資源 
の活用 
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≪ 土木･建築 歴史的建造物の蓄積 ≫ 

神戸・五色塚古墳（古代） 

鎌倉・若宮大路の段葛（中世） 

熊本・通潤橋（近世） 

足利学校 堀と堤防（中世） 

熊本・鞘橋（近世） 

栃木・シモレン煉瓦窯
（近代） 

東京駅（近代） 
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■歴史的建造物の意味■ 

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/e2/Tokyo_Station_Marunouchi_North_2012_09.jpg


古代 

原始 

ヤマト･奈良･平安 

縄文・弥生 

中世 

近世 

近  代 

現代 

鎌倉･南北朝･室町･戦国 

江 戸 

明治･大正･昭和前期 

昭和後期･平成 

≪ 時代区分について ≫ 
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■歴史的建造物の意味■ 



≪ 近代という時代相：国づくりの理念 ≫ 

 
富 国 強 兵 
殖 産 興 業 

 

理 念 

■欧米の最新技術･文化･制度 
 を積極的に移植導入 
 

■重要産業に対する政策は直営 
 主義が基本 
 

■土木技術は､産業･交通基盤 
 を整備するため重要視 
 

■欧米諸国から技術者を迎えて 
 事業を推進 

（岩倉具視の欧米視察） 
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■歴史的建造物の形成背景■ 



≪ 近代という時代相：国づくりの理念 ≫ 

1870（明治3）年 

中央官省の設置 

工部省 内務省 
北海道
開拓使 

1873（明治6）年 1869（明治2）年  
 

百工勧奨を司る 
 

 鉱山・製鉄・鉄道 
 燈明台・電信等の 
 ことを支配する 
 
 

 
 

民間企業の育成 
 

 富岡製糸場 
 堺紡績所 
 内藤新宿試験所､など 

 
 

 
 

農牧場･醸造所 
 

 真駒内牧牛場 
 札幌緬羊場 
 札幌麦酒醸造所､など 

  
 大麦・ホップ等 
の育成が目的 ! 28 

■歴史的建造物の形成背景■ 



札幌冷製麦酒発売：明治10年 
キリンビール：明治21年 
エビスビール：明治22年 
アサヒビール：明治25年 

口にキリンビールを味はふは 
    目に美人を見るが如し 
          （明治屋ポスター） 
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■歴史的建造物の形成背景■ 



 

■交通基盤整備 
 ◇沿岸航路と内陸舟運網の近代化･･･内務省 
 ◇新しい陸上交通・鉄道網の建設･･･工部省 
■利水基盤整備 
 ◇近代農業水利事業の展開･･･安積疏水など 
 ◇水力発電事業の展開･･･琵琶湖疏水など 
  

殖産興業 

野蒜築港（宮城県） 安積疏水･十六橋水門 
（福島県） 

琵琶湖疏水（京都府） 
30 

■歴史的建造物の形成背景■ 



お雇い外国人 ? 

政府・地方庁・民間財閥が雇用 

総 数 2,299人 
（明治元年～明治22年） 

英928人､米374人､仏259人､蘭87人････ 

土木
関係 

鉄道59人､測量31人､ 
 

電信･鉱山 各14人 
 

治水港湾11人 
31 

■歴史的建造物の形成背景■ 

146人 



お雇い外国人 ? 

 
エドモンド･モレル（英） 

鉄道建設/1870～1871年 
下：開業当初の新橋駅 

 

ウイリアム･
S･クラーク 
(札幌農学校) 

 
 

ラフカディオ･ハーン（ギリシャ） 
文学/1890～1904年 

 

 

 
 

教育/1876～1877年 
“Boys be ambitious” 

 

 
 
 

コーネリス･ファン･ドールン（蘭） 
治水/1872～1880年 

 

 

 
 

ポール･ブリュナ（仏） 
産業/1890～1904年 

 

 

 
 

ヨハネス･デ･レーケ（蘭） 
河川･港湾/1873～1903年 
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■歴史的建造物の形成背景■ 



日本人技術者の自立 

■お雇い外国人をとおして､欧米諸国の最新技術の移転吸収につとめた。 
■お雇い外国人が果たした功績は大きい。 
■これら外国人技術者の指導･薫陶を受けて日本人技術者が育ち､さらに､ 
 留学生たちが帰国することにより､多くの部門で自立していった。 

企画
立案 

計画
設計 

施 工 

長期的・
大規模化 

殖産興業政策が結実していったことを意味する！ 

成績優秀により官費留学 

古市 公威 
（フランス・エコール・サントラル） 

青山 士 
（東京大学卒業後､渡米。 
   パナマ運河建設に従事） 
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■歴史的建造物の形成背景■ 



≪ 明治の土木技術者の使命感 ≫ 

古市 公威 

 
 
 
 
■1854年～1934年 
■江戸の姫路藩中屋敷に生まれる。 
■開成学校のフランス語を修める。 
■1875年、わが国初の文部省留学生 
 としてフランスに派遣される。 
■1876年、エコール･サントラル 
 （中央工学校）に入学。 
■1886年新設された帝国大学工科大 
 学校教授兼学長に任じられる。 
■河川･運河および港湾工学を講義。 
■初代学長として学内の統制、学科の 
 整備など草創期における教育行政の 
 任にあたった。 
■1890年、工科大学校教授と学長を 
 兼務のまま、内務省土木局長となる。 
■同年、貴族院勅選議員。 
■朝鮮総督府鉄道管理局庁長官、土木 
 学会初代会長、日仏協会理事長など 

  
  
 
 

 
「余は学者に非ず､実業家に非
ず､技術者に非ず､行政課に非ず､
色彩極めて分明ならざる鵺的人
間と称すべきか」 
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≪ 明治の土木技術者の使命感 ≫ 

青山 士 

 
 
 
 
■1879年～1963年 
■東京帝国大学工科大学土木工学 
 科卒 
■当時の主任教授・廣井勇の薫陶 
 を受け、卒業と同時に単身パナ 
 マ運河建設に飛び込む 
■1904年、ICC（地峡運河委員 
 会）の職員に採用される 
■ポール持ちから出発し、1907 
 年には優秀さが認められ、測量 
 主任として大西洋建設部のガツ 
 ン閘門ダムの現場に配置替えと 
 なる 
■1910年、ガツン設計班のドラ 
 フトマン（主任設計技師） 
■1911年、完成を前に帰国 
■内務省技師として、荒川放水路 
 や大河津分水路建設を指揮 
■1935年、土木学会会長 
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大河津分水路
（1931年竣工） 

竣工記念碑碑文 
 

表：「万象ニ天意ヲ覚 
   ル者ハ幸ナリ」 
 
裏：「人類ノ為メ 
     國ノ為メ」 

「我々が死ぬときには、我々が生まれた時より世の中を、 
 少なくともよくしていこうではないか」 
              （ジョン・ハーシェル） 
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≪ 明治の土木技術者の使命感 ≫ 



1990年『近代化遺産全国総合調査』 

昭和後期  

わが国の近代化に貢献した遺産が、十分にその価値
が顧みられることがないままに撤去・更新されてい
く危機感 

産業構造の変化 
都市化の進展 

スクラップ＆ビルド 
 の進行 

文化庁 

歴史･文化の保護 

各都道府県が事業主体となり、管内の近代化遺産を調査 
   ・・・・遺産の価値等に応じて文化財指定・登録 
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≪ 今なぜ近代化遺産化か ?  近代化遺産を学ぶ意義 ≫ 

昭和後期  

■歴史的建造物の現代的意義■ 



 黒船の来航によって国が開かれた幕末から 

 明治・大正・昭和初期にかけて、新しい技 
 術や文化・制度の導入によって建設された 
 産業・交通・土木・軍事・教育文化施設等、 
 日本の近代化に貢献してきた構造物や建造物。 

現在の文化の直接の基盤になった身近な文化財！ 

■近代化遺産とは?■ 

文化庁の造語 
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■具体例････■ 

 北吸トンネル（京都府舞鶴市） 

富岡製糸場（群馬県富岡市） 

清洲橋（東京都江東区･中央区） 

≪ 交  通 ≫ 

≪ 産  業 ≫ 

 足尾銅山通洞坑口（栃木県日光市） 
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駒沢給水塔（東京都世田谷区） 

旧登米高等尋常小学校（宮城県登米市） 
猿島要塞（神奈川県横須賀市） 

≪ 学 校 ≫ ≪ 軍 事 ≫ 

≪ 土 木 ≫ 

牛伏川フランス式階段工（長野県松本市） 
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 1996(平成8)年2月「国宝及び重要文化財(建造物) 

  指定基準」の改正 

・・・・「建築物」・「その他工作物」に、「土木構造物」が加えられた 

（産業・交通・土木：71件、平成26年5月16日現在） 

■近代化遺産保護への取組み■ 

古河橋（栃木県日光市） 那須疏水（栃木県那須塩原市） 
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 1996（平成8）年10月「文化財保護法」の改正 

築50年 
「文化財登録制度」の創設 

「建築物」・・・・・・・7369件 
「土木構造物」・・・・540件 

・・・近代に建造された物件を中心に登録が進んでいる 

長浜大橋（愛媛県大洲市） 近代水道緑町配水場（栃木県足利市） 

2013（平成25）年7月19日
文化審議会答申 

■近代化遺産保護への取組み■ 

10月6日 
登録の日 

（平成１７年） 
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■近代化遺産の観光資源としての活用■ 

≪h26全近フォーラム･若桜大会≫ 
2014.7.3-5 
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≪h26全近フォーラム･若桜大会≫ 
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土木学会選奨土木遺産 若桜橋 ≪h26全近フォーラム･若桜大会≫ 
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2014.5.24-25 長野県諏訪市・岡谷市  

≪日本建築家協会≫ ■近代化遺産の観光資源としての活用■ 
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丸山タンク 

金上繭倉庫 

一斗缶張り壁 

≪日本建築家協会≫ 
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片倉館（噴水・石垣） 

≪日本建築家協会≫ 
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≪ 全国産業観光フォーラム ≫ 2014.10.30-31  

エクスカーション 
 ① 闇に甦る黄金歴史街道コース 
 ② 十和田湖とひめますコース 
 ③ 都市鉱山コース 
 ④ リサイクル企業コース 
 ⑤ 史跡尾去沢鉱山コース 

日本観光振興協会 ■近代化遺産の観光資源としての活用■ 
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共用栓（明治38年） 

≪ 全国産業観光フォーラム ≫  

康楽館 
（明治の芝居小屋/明治43年） 

小坂鉱山事務所（明治38年） 
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≪ 全国産業観光フォーラム ≫  

小坂鉄道レールパーク 
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■近代化遺産の観光資源としての活用■ 

≪土木学会 ≫  
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≪ NHK文化センター ≫ 

■近代化遺産の観光資源としての活用■ 
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≪ NHK文化センター ≫ 

■近代化遺産の観光資源としての活用■ 
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■栃木県の近代化遺産■                

平成2年から始まり 
現在も続いている   

（毎年2つの県で実施） 

 栃木県では･･･ 
平成13～14年に調査
が行われ,平成15年に
報告書が作成された 

近代化遺産全国調査（文化庁） 
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■栃木県の近代化遺産■                

 

 

 

 

 産業：112件                 交通・通信：82件 

 

 

                    

 

 

 

   土木：44件                       教育・文化：107件 

 

 
 

軍事・その他：88件 

433件 
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『東大寺要録 巻第六 封戸水田章第八』に、東大寺の封戸 
として“下野国二百五十戸･･･足利郡土師郷五十戸梁田郡 
深川郷五十戸･･･（以下略）”、さらに（下野国に対して） 
“調庸布千百十端二丈五尺･･･（以下略）”とあり、現在 
の足利市域･足利および梁田地域から、東大寺に対して足利 
産織物が献納されていたことが記されている 

『東大寺要録』 

第二百十六段に、最明寺入道（北条時頼）が足利左馬入道 
（足利義氏）の饗応を受けた際、“年毎に給はる足利の染 
物、心もとなく候ふ･･･（以下略）”とあり、毎年様々な色 
に染められた足利の織物を贈られていたことが記されている 

『徒然草』 

■足利織物の歴史■  

鑁阿寺境内に
石碑がある！ 
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≪足利氏の氏寺「鑁阿寺」と門前通り≫ 

一山十二坊図（鎌倉時代、市指定文化財）  

 
 

■創建者は足利氏2代足利義兼 
 （八幡太郎源義家の末流） 
■ 1196（建久7）年に『御堀 
 内（居館内）』に『持仏堂』 
 を建立したのがはじまり  
■3代義氏が『御堀内』に堂宇 
 の建立や寺内組織などの整備 
 を行う 
 

 
 

■鑁阿寺境内は堀と土塁により 
 囲まれている 
■鑁阿寺境内の南側には門前通 
 りの町並みも見える 
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■足利織物の歴史■  



寛文年間（1661～1672年）の足利町絵図  

≪織物産地足利の成立と発展≫ 

明治期の北猿田界隈の絵図 織物輸送路として整備された舟運路  
59 

■足利織物の歴史■  



 
100万都市･江戸との物流システムの構築が足利織物興隆を促す！  

 

産業の振興 地方都市の興隆 

利根川の舟運 江戸日本橋の倉庫群：物流の拠点 

≪大都市江戸と地方を結ぶ舟運ネットワーク≫ 

60 

■足利織物の歴史■  



≪渡良瀬川の河岸問屋の隆盛と江戸大店の勃興≫ 

河岸問屋『問武』 

江戸日本橋の大店『越後屋』 
（現在の『三越』） 
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■足利織物の歴史■  



■足利織物の歴史■ 

殖産興業政策 

 
 

≪ 明治前期からの勧業博覧会・共進会 ≫ 
 

■産業技術の向上と製品の品質向上により外国貿易の振 
 興を促進する 
■絹織物業の輸出増大に伴い、その需要に対応して洋式 
 織機ジャカードおよびバッタンが急速に普及 
■絹織物が重要輸出品となり、政府の保護･育成となる 

 
 

明治
初期 

明治
中期 

 
 

≪ 輸出増進・輸入防遏のための産業の育成 ≫ 
 

■開国後の世界情勢････欧州で蚕の病気が流行 
■日本産の生糸の需要が高まる 
■紡績･製糸業が政府の保護･育成の対象となる 

 
 

≪ 国策：工場制機械工業化 ≫ 
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■足利織物の歴史■ 

模範工場の設立と機械製工業化の進展 
 
 

■明治20年代から30年代にかけて、絹織物は外貨獲得に最も有 
 効な製品としてわが国の重要輸出品となった。 
■この間、岩本良介･長谷川作七･秋間為八･木村浅七らにより輸出 
 用の絹織物生産が始まる。 
■1885（明治18）年に渡米した堀越善重郎を通じて、米国 
 メーソン商会との直輸入が開始される。（海外市場への参入） 

 
 

≪ 国策：工場制機械工業化 ≫ 

桐生･足利･米沢･福井･京都西陣･富山 

 
 

 
≪ 農商務省が全国6箇所に絹織物輸出のための模範工場設立 ≫ 
 

■金10万円の国家資本を投与する保護･育成を目的 
■模範工場対象地の条件 
 ①明治30年前後の絹織物生産･輸出実績、②生産に当っての産 
 地の体制、③明治34年の「重要輸出品同業組合法」に基づく 
 組合組織の存在、④産地のイノベータとしての指導力のある人 
 材の存在とその実績 
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≪近代の織物産業の発展≫ 

足利織物市場 

機械工業化の進展 
（明治紡織工場） 

機械工業化の進展 
（殿利工場） 
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■足利織物の歴史■  



足利錦紗ポスター 
（昭和１０年前後） 

（モデル：田中絹代） 

≪足利織物の金字塔：足利銘仙の時代≫ 

竹久夢二が描いた 
『足利小唄』楽譜（昭和４年） 
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■足利織物の歴史■  
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本年度の 

土木学会選奨土木
遺産に認定される! 

 
2015.10.2 

下野新聞 
 

■土木学会選奨土木遺産■ 



 
 

 

◆社会へのアピール◆ 
 

  土木遺産の文化的価値の評価、社会への理解、等 
 

◆土木技術者へのアピール◆ 
 

  先輩技術者の仕事への敬意、将来の文化財創出への認識と 
  責任の自覚等の喚起 
 

◆まちづくりへの活用◆ 
 

  土木遺産は、地域の自然や歴史・文化を中心とした地域資産 
  の核となるものであるとの認識の喚起 
 

◆失われる恐れのある土木遺産の救済◆ 
 

  貴重な土木遺産の保護 

■土木学会選奨土木遺産■ 

選奨土木遺産制度の趣旨 

平成12年
創設 
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2000(平成12)年「土木学会選奨土木遺産制度」創設 

まちづくりへの活用 失われる恐れのある土木遺産の救済 

 2014（平成26）年度認定の「日光稲荷川流域の砂防堰堤群」 

■土木学会選奨土木遺産■ 

 
①晩翠橋（h14年度） 
②宇都宮市水道施設群（h17年度） 
③境橋（h19年度） 
④膳棚水路橋（h２０年度） 
⑤旧須花隧道（h21年度） 
⑥鬼怒橋（h22年度） 
⑦真岡鐵道 五行川橋梁･小貝川橋梁 
             （h23年度） 
⑧東京動力機械製造㈱地下工場跡 
             （h24年度） 
⑨栃木県の防空関連施設群（  〃  ） 
⑩所野第一発電所 外山原取水施設 
             （h25年度） 
⑪日光稲荷川の砂防堰堤群（h26年度） 
⑫足利市の近代水道施設群（ｈ27年度） 

 

社会へのアピール 土木技術者へのアピール 

栃木県の選奨土木遺産（12件） 
毎年全国から 

20件程度を顕彰！ 
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■足利市近代化遺産ツアー■  足利市近代水道施設群 

≪近代水道敷設過程≫ 
 

■1917（大正6）年、飲料水の不良を訴える住民有り。 
■1918（大正7）年、町務調査会規定に「上下水道に関する件」が追加される。 
■同年、荻野萬太郎･亀田類之助･山口甚四郎が川島平五郎町長に帯同して、八王子市等を視察。 
■1921（大正10）年の市制施行に際し、上下水道事業は将来における重要事業に位置付けられる。 
■1928（昭和3）年、都市計画専務委員会で施工実施が可決され、市会でも決議される。 
■1929（昭和4）年5月15日に着工。1930（昭和5）年12月竣工。1931（昭和6）年に給水。 

見学施設① ≪認定理由≫ 
 

生活衛生と工業化を支え市制施行後の
都市づくりの基盤となった装飾性豊か
な施設群で、近代化の様相を映し出す
貴重な文化遺産 

≪主な特徴≫ 
 

■５つの施設で構成 
■すべて国登録有形文化財（建造物） 
■19世紀末～20世紀初頭にかけて流 
 行した直線を主体とした幾何学的構 
 成のデザインを特徴とするゼツェッ 
 ション風の建物 
■中島鋭治（わが国の近代上下水道の 
 開祖）門下の米元晋一（中島門下の 
 三羽烏）が指導 
■足利市の近代化の様相を今に伝える 
 歴史文化遺産 



■1930（昭和5）年に緑町配水場管理室として建造された。 
■昭和9年に昭和天皇が陸軍特別大演習の際に行幸、御座所として改築された。現在も椅子等の調度品 
 が当時のまま展示されている。 
■建物は、昭和初期のコロニアル風の建物で、木造平屋切妻屋根瓦葺。屋根は茶色施釉のフランス瓦葺。 
 三角形のドーマー窓が2箇所付いている。 

昭和天皇来足（昭和9年） 
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水道山記念館（旧管理事務所） 

足利市近代水道施設群① 
緑町配水場 水道山記念館 



■RC造、水位計室および保守点検入口棟付き。 
■直線を基調とした 
■1955（昭和30）年頃、改築される。 
■諸元：幅約60m、奥行約27m、面積1607㎡、3池に区切られている。 

配水場の内部 
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足利市近代水道
の創設は、織物
業を火災から守
ることが第一の
目的だった。 

足利市近代水道施設群② 
緑町配水場 配水池 
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配水場建設工事（昭和4年） 

足利市近代水道施設群④ 
緑町配水場 水道計量室 

RC造（ろく屋根）、塩素滅菌室付、面積43㎡ 

足利市近代水道施設群③ 
緑町配水場 接合井 

（RC造平屋建、面積4.0㎡） 



RC造地上1階地下1階建（ろく屋根） 
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入口両側のアール･デコ風のピラスター 

足利市近代水道施設群⑤ 
今福浄水場ポンプ室 



■近代化遺産ツアー■  

見学施設② 

渡 良 瀬 橋 

1934（昭和9）年10月の開通式 
（「市制70周年記念誌」から転載） 

■1934（昭和9）年竣工 
■構造形式： 
 鋼ワーレントラス（平行弦、下路） 
■諸元： 
 長 243.27m、幅員 5.5m、（6T） 
■設計・ 製作：不明 
■特徴：現橋は3代目。半円アーチの開 
    口部のある石造りの橋脚は初代 
    からのもの。シンガーソングラ 
    イター森高千里さんに唄われ、 
    多くのファンが訪れる観光ス 
    ポットに。 
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渡良瀬橋 
豆知識① 

≪ 構造形式の変遷 ①≫  

（「足利名勝・渡良瀬の景」） 

建設中の初代渡良瀬橋 
（「適斎回顧録」から） 

（「足利名勝絵葉書・足利絶景 渡良瀬橋」） 

初代はボウストリングトラスの木橋 

■1895（明治28）年9月に、当時 
 の足利郡と梁田郡の有志256名の 
 連署として栃木県知事佐藤暢宛に 
 「渡良瀬橋新設願」が提出される。 
■1902（明治35）年竣工。 
■旧足利町（河北地区）の織元と河南 
 地区の賃機を結ぶ橋。 
■ボウストリングトラス： 
 ドイツのハーコート社がプレハブ式 
 橋梁として建造（ハーコートピント 
 ラスシステムと呼称された）。 
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渡良瀬橋 
豆知識② 

≪ 構造形式の変遷 ②≫  
二代目はプラットトラスの木橋 

（足利名勝絵葉書「渡良瀬堤ノ櫻」） 

（足利名勝絵葉書「(改築)足利町渡良瀬橋」） 

大正6年 
架け替え 

76 



■近代化遺産ツアー■  

見学施設③ 

中   橋 

建設中の中橋 
（「適斎回顧録」から転載） 

■1936（昭和11）年竣工 
■構造形式： 
 鋼ブレーストリブ･タイドアーチ 
             （下路） 
■諸元： 
 長 286.08m、幅員 11m、 
 スパン 65.8m（3g＋3A＋6g） 
■設計：浜田秀雄 
■製作：桜田機械製作所 
■特徴：わが国有数の巨大な親柱 
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初代の中橋 
 

■構造形式：木造 舟橋 
■竣工年：1913（大正2）年 
■概要：渡し船を十数艘並べ、その上に板 
    を敷いただけの構造。幅1.8mほ 
    どで手摺もなかった。東武鉄道が 
    私費で架設。 

絵葉書「足利風光」より 

中橋 
豆知識 

① 

≪ 初代の形式は舟橋 ≫  
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 発想は、お伽噺の“因幡の白兎”から ！ 

佐野の舟橋：葛飾北斎 

 来神橋（宮城県登米市） 

≪ 舟橋の起源 ≫  中橋 
豆知識 

② 
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■ブレーストリブ   リブがトラス構造のもの。 
■タイドアーチ   アーチの両端を曲げ剛性の小さい 
 タイで結んだアーチ。アーチ部が太く、タイが細い。 

≪ 橋の構造形式 ≫  
中橋 

豆知識
③ 

80 

◆◆ブレーストリブ･タイドアーチ◆◆ 
 

■19世紀末のドイツで生まれた形式。 
■昔の術語（日本語表記）は『鋼繫拱結構』 
 繫･･･タイ、拱･･･アーチ、結構･･･トラス 
■アーチの両下端を引張材でつないでいる。 
 両端の橋台を水平に突っ張ることにより荷重を支える。 
            （石・コンクリートの場合） 
 鉄の橋の場合、橋台を突っ張る代わりに、アーチの両 
 端を引張りに強い鋼材で繋いでバランスをとる構造が 
 考案された。 



1990（平成2）年に市制70周年記念事業として設置されたイルミネーション。足利市
の入口に位置することから、ランドマークとしての役割も果たしている。夜の川面に浮
かび上がる3連の緑のアーチは、ことさら優美な風情を醸し出している。 

 

中橋 
豆知識

④ 

≪ 夜の街を彩るイルミネーション ≫  
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■近代化遺産ツアー■  

見学施設④⑤ 

旧木村輸出織物
工場 工場棟 

■1892（明治25）年建造 ■木造平屋建、寄棟桟瓦葺 
■諸元：25.42m×11.313m 
■設計：菅本（詳細は不明）■施工：小野惣平（ 〃 ） 
■特徴：外壁･内壁とも漆喰仕上げ。内部の小屋組は洋式の 
    トラス構造。 

旧木村輸出織物
工場 事務所棟 

■1911（明治44）年建造 
■木骨石造二階建寄棟で越屋根付石綿ス 
 レート葺き 
■諸元：6.3m×5.52m 
■設計：菅本（詳細は不明）、施工者不明 
■特徴：イオニア式本格的なオーダーの柱 
    頭、半円形のペディメント等、ル 
    ネッサンス様式の特徴がみられる。 82 



 
旧木村 

織物工場 
豆知識 

① 
 

（「大日本博覧図栃木県の部（明治23年）」銅版画） 

■1830（天保元）年創業、1867（慶応3） 
 年に初代浅七、1916（大正5）年、二代 
 淺七が相続する。 
■1883（明治16）年頃、輸出織物に転換。 
■直輸入により市場開拓に努める（英･仏･独･ 
 伊など西欧諸国。その後、米･加にも。明治 
 33年にはインドに進出）。 
■先進機械の導入による生産技術の向上に努め 
 る（仏式ジャカード：明治23、スイス製の 
 ルーチー式力織機46台･仏式手織機33台： 
 大正初期）。 
■大正末～昭和初期にかけて、南米･豪州･南ア 
 フリカ･中国･朝鮮にも輸出。 
■最盛期は1934（昭和9）年ころ。 

≪ 工場棟について≫  
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旧木村 

織物工場 
豆知識 

② 
 

≪ 事務所棟について≫  

イオニア式柱頭 

半円形のペディメント 

織物見本帳･移出帳 
などが並ぶ展示室 

隣接する主屋。焼過煉瓦
（イギリス積）の築塀が
風趣を醸し出している。 
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■近代化遺産ツアー■  

旧足利織物株式会社（現㈱トチセン） 

見学施設⑥ 

現在の建物（福島撮影） 85 



■1914（大正3）年 足利織物会社として開業。 
■男女社員150名で一か月平均1千疋の輸出綿織物の 
 生産を誇る。 
■汽缶2台、電動力70馬力、豊田式自動織機120台、 
 撚糸機6台、荒巻整理機3台、糊付整経機1台、など 
■1919（大正8）年に中央資本に。明治紡織株式会 
 社に社名変更。織機300台、社員600名。 
■足利地域の工業製機械工業化の先駆け。 
■煉瓦造ノコギリ屋根の工場棟、倉庫も煉瓦造。 
■国登録有形文化財：1999年11月18日 
■経済産業省の近代化産業遺産：2007年11月30日 

（「写真集 足利の100年」より転載） 
86 



ランカシャーボイラー 
希少価値が高い旧式ボイラー。昭和30 
年代に足利で30台程度が残っていた。 

 

横置多管式ボイラー 
煙管ボイラーの代表的なもの。ランカ 
シャーボイラーの次代を担った。 
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■近代化遺産ツアー■  

旧足利模範撚糸合資会社 
（現アンタレススポーツクラブ） 

見学施設⑦ 

開業当初の旧足利模範撚糸合資会社。 
工場のすぐ北に旧国鉄両毛線が走り、
さらに渡良瀬川の雄大な流れが見える。 

（「足利誌要（明治44年）」から転載） 

現在の建物（福島撮影） 
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■1903（明治36）年竣工。 
■1902（明治35）年に農商務省 
 は、輸出絹織物の保護･育成を目 
 的として、全国に6箇所の模範工 
 場の設立を決めた。 
■桐生･足利･米沢･福井･西陣･富山。 
■対象地選定に条件 
 ①明治30年前後の絹織物生産お 
  よび輸出実績 
 ②生産に際しての産地の体制 
 ③明治34年の重要輸出品同業組 
  合法に基づく組合組織の存在 
 ④産地のイノベータとしての指 
  導力ある人材の存在とその実 
  際的活動、等 
■政府の支援内容 
 ①金10万円の国家資本の投下 
 ②最新機械の購入･貸与 
■足利では、米国アトウードモリ 
 ソン会社製撚糸機械30台が農商 
 務省から貸与された。 
■大谷石造平屋建て、洋式木造ト 
 ラス組、鋸屋根瓦葺き（2連） 
■国登録有形文化財： 
 1999（平成11）年11月18日 

（「足利市大観(昭5,金子常光作)」一部抜粋） 
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現在、スポーツクラブとして使用
されている。現代のニーズに合わ
せた歴史的建造物活用の好例。 

 

（http://www.club-antares.net/club/facilities.html） 
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■近代化遺産を活用したこれからのまちづくり■ 

近代化遺産が消失している 
下野新聞2014.7.30 大嶋商舎解体 

  
91 

新装なったJR烏山駅舎 
（2014 年 3月） 



産業構造の変革や大規模
都市開発の進展等 

施設･構造物の老朽化に伴う
安全面からの更新 

2003～2011年 

高度経済成長期 
（1954～1973年） 

2011年3月11日以降 東日本大震災による影響 

原因 

総数
433件 

指定・登録
97件 

未指定・未登録
336件 

消失
59件 

近代化遺産が消失している 
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■近代化遺産を活用したこれからのまちづくり■ 



近代化遺産が消失している 

古いものは汚い 
（旧態依然は“悪”） 

昭和後期の

風潮 ? 

 

■美しい建築■ 
●ミニ開発や建売住宅 
●過剰にデザインされキッチュ 
 になっているオブジェ 
●郊外の結婚式教会 

 
■醜い建築■ 

●工場や古びた倉庫 
●年季の入った看板建築 
●蔦の絡まるモダニズム 
 建築 

（「美しい都市・醜い都市」:五十嵐太郎,
中央公論新社 から引用） 

≪ある大学の建築専攻の1年生≫ 
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■近代化遺産を活用したこれからのまちづくり■ 



明治日本の産業革命遺産  
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■近代化遺産を活用したこれからのまちづくり■ 



近代化遺産は今注目の的 ! 

韮山反射炉（静岡県） 

碓氷第三橋梁（群馬県） 

小坂鉱山事務所（秋田県） 

富岡製糸場（群馬県） 
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■近代化遺産を活用したこれからのまちづくり■ 

追い風 



 
   国木田独歩『武蔵野』 
「････美といわんより寧ろ 
 詩趣といいたい････」 
 

朽ち始めている建造物「近代化遺産」を 

美と見るか、古い汚いものと見るか？ 

まず地元がその価値を認識すること。 
そして、文化的関心を持つことが大切である !! 

価値認識の共有と浸透（どこが優れているのか !） 

 
 
 

■価値の認識･浸透が希薄■ 
* 近代化遺産の価値評価基準 
 が未確立 
* 文化財行政官･学識者少ない 
   （地域の大切な資産・・・） 

  
 
 

旧細尾発電所（日光市） 

役割 
明示 

 

 文化財    消費財？ 
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■近代化遺産を活用したこれからのまちづくり■ 



 
 
 
■活用手法の検討（課題） 
 * 文化財保護行政     観光行政 
 * NPO･市民の役割＆関わり 

  
 
 

学識 
者 

NPO 
等 

どのように活用するか（どんなコラボが可能か !） 

行政 

観光
業者 

■個々の取組みは多いが･･･ 
* 行政(省庁)･各種団体の融合 
 文化庁･経済産業省･観光庁 
 全近･学会･各種民間団体 

●近代化遺産全国一斉公開2013 
 参加自治体（市区町）：107 
 ････全国1742 ⇒  6.14％ 
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■近代化遺産を活用したこれからのまちづくり■ 

地域
住民 



歴史とともに生きてきた建造物は地域を物語る文化財 

遺産は自然の中にある。そのような遺産との触れ合いは、
取りも直さず自然との触れ合い（自然讃歌・情操教育）。 

遺産は昔の技術のすばらしさを知るよすが。このことが
新しい技術を生み出すことに繋がっていく。 

遺産の活用を続けることでたくさんの人が助け合い、協力
することで人間関係が築け、よいまちづくりができる。 

（足利工業大学『土木史』2013年度受講生の感想） 
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■近代化遺産を活用したこれからのまちづくり■ 


